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みんなの大好きなラーメンとプリン
アラモード。気合が入らないわけはあり
ません。がしかし…。私たちの前に立ち
ふさがったのは手作りのギョウザの皮
でした。みんなの苦労している麟がわか
りますか?「おい、かたさはこのくらい
か?J「ちつとも手からはなれないぞ。
これでいいのかな?J実はシェフ不在の
まんぷくは、羅針盤のない船のようなの
ですね。おおわらわてした。しかし、そ
んなときこそ、思いやりと想像力です。
まあ、食べれるようにはなりました^

このあ死さが皆さんには
伝わりましたでしょうか,
責任を感じて全力を傾けて
くれた石原さんでした。会
計から買出しから大いに助
けられています。「おおい、
このニラはなにに入れるん
だつたつけ,ギ ョウザの中
に入つたグループ、ラーメ
ンの中に入つたグルース
食べれば―縮ですけど…。


